


【開催概要】

🔽日程

令和5年3月8日（水）～ 9日（木）

🔽場所

せきてらす

🔽参加費

無料

🔽定員

各日１５名→DAY1：６名参加

DAY2：６名参加

🔽タイムスケジュール



今回のせきららゲスト紹介



ＤＡＹ１『フィーリングに導かれた○○の世界』



フィーリングに導かれたキヌアの世界

地域おこし協力隊 武儀地域担当

岡田 丈太郎さん



フィーリングに導かれた音楽×福祉の世界

地域おこし協力隊 上之保地域担当

蕗谷 柾輝さん



フィーリングに導かれたグラフィックの世界

元地域おこし協力隊 洞戸地域担当
（市民協働課職員）

杉戸 美月



ＤＡＹ２『ロジカルに捉える○○の世界』



ロジカルに捉える苔の世界

地域おこし協力隊 板取地域担当

児玉 直樹さん



地域おこし協力隊 板取地域担当

井戸 義蔵さん

ロジカルに捉えるテクノロジーの世界



地域おこし協力隊 関地域担当

小松 勇太さん

ロジカルに捉えるITの世界



なぜ地域おこし協力隊になったのか？

ゲストトーク～YOUは何しにSEKIへ～

地域おこし協力隊をやる前は
どんなことをしていたのか？

現在どんな活動をしているのか？

都市部から関市へ移住してきた隊員は、どんな人生を歩んでいるのか？せきららに語ってもらいました。



移住者だからこそわかる

関市の好きなところ、魅力、面白さ、課題

についてお聞きしました。

オレ流！関市の楽しみ方

について教えてもらいました。

せきららトーク１～協力隊と考える 行きやすさ～



それぞれの○○の世界との出会いや

その後の変化など教えてもらいながら

自分の得意について考えました。

やりたいこと・好きなことの

見つけ方について聞いてみました。

せきららトーク２～協力隊と考える 活きやすさ～



何を軸に人生設計をしているのか

それぞれの生き様について

“せきらら”に語ってもらいました。

生きている上で大事にしていること

について教えてもらいました。

せきららトーク３～協力隊と考える 生きやすさ～



クロージング ～せきららゼミの振り返り～

＊これからやってみたいことは？

＊その１歩としてすぐに
始められそうなことは？

最後は自分自身に

問いかける時間を過ごしました。



～参加者の声～

自分のやりたいことを

優先する勇気と度胸に驚いた。

自分のやりたいことを

みつけるためにも、新しいことに

チャレンジしていきたい。

どの方も何か行動を起こす

ことを大切にされていたので、

自分も気になったことが

あれば何か行動を起こして

みたいと思った。

とにかくやってみることが

大切だと改めて分かった。

人脈の大切さを感じた。

話しやすい人の周りには人が

たくさん来ると思った。

人脈作りや行動すること、

とりあえず飛び込んでみること

の大切さを学んだ。



第

５

期

せ

き

ら

ら

ゼ

ミ

（

春

学

期

）

完
結


